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10月7日より放送される、石原さとみ
さん主演の連続ドラマ。『アンナチュラ
ル』などを担当した野木亜紀子さんの
オリジナル脚本で、政界へと潜り込み、
ダークな政治の金を盗み出していく
“女ルパン”を描く。

ポリティカルパン

◆サプライチェーン強靭化が不可欠
原材料の調達から製造、配送、販売に至るまでの「サプラ

イチェーン（供給網）」は、企業経営における生命線と位置
付けられています。しかし、災害
や国際情勢の悪化などで打撃
を受けると、ダメージは自社の
みにとどまらず、地域や国全体
へと波及する恐れも。企業が安
定的かつ継続的に成長するた

めに、サプライチェーンの強靭（きょうじん）化は不可欠な
課題となっています。

◆取り組みの実施状況
内閣府の調査によると、サプラ

イチェーン強靭化への取り組み
を「行っている」と答えた企業は
25.9％、「現在検討中」は20.7％。
具体策では、「仕入先の複数化」、「仕入先への確認」、「企業
間の連携・相互支援」が多く挙げられました。一方、「行って
いない」は49.7％で、約半数を占める結果に。強靭化には、
他社との調整やリスク管理のシステム化といった多大な労
力と投資が伴います。国は、経済安全保障政策の一環とし
て、補助金や支援策を整備しているので、必要に応じて活
用すれば、体制を整える第一歩となるでしょう。

物価高が影響を及ぼす中、「0円
カット」ができるアプリを利用する
人が増えている。登録している美
容師はアシスタントからスタイリ
ストまで幅広く、技術練習はもち
ろん、撮影や発信を目的として利
用していることも。仕上がりなどに条件があるほか、カラー
などの材料費がかかるケースもあるので、事前に確認して
上手に利用したい！

雑誌「ピチレモン」や「egg」などの専属モ
デルを歴任し、“令和の白ギャル”として人
気を集める。2020年頃からタレントとして
の活動を本格化。22年には、トークバラエティー『世界を
ちょっとだけ変えるサミット』で初の番組MCに抜てきされ
たほか、「2022上半期ブレイクタレント」で1位に輝いた。

ドラマ『あなたのブツが、ここに』（22年）にレギュラー
出演するなど、俳優としても活躍。映画デビュー作『アギト 
－超能力戦争－』（26年）では、仮面ライダーに変身する警
察官役を演じた。

1951年、太平洋戦争開始以来の戦争状態
を終結させるため、日本の吉田茂首相と連合国48カ国の
代表が「サンフランシスコ平和条約」に調印した。翌年4月
に発効し、約7年間に及んだ占領が終結。日本は独立を回
復して、国際社会への復帰を果たした。同日、日米間で「日
米安全保障条約」も締結された。

明日水曜日は「旬菜」をお届けします！

余暇時間に、仕事関連の問題から物理的にも心理的にも距離
を置くこと。仕事と私生活の境界線が曖昧になる中、ストレス
や疲労を軽減し、個人のウェルビーイングを向上させる考え
方として注目されている。

【 49.7％ 】
気になる数字

155円54ー55銭（△76銭） 112円58ー59銭 66,399円84銭（△1,378円90銭）



※がん検診は、正しい方法を正しく行うことで、がんによる死亡リスクの低下が期待できる一方、「エックス線検査による放射線被ばく」等のデメリットが
あるとされています。がん検診に対する理解を深め、健康と安心のために適切に利用してください。詳細については「がん検診についての解説ビラ」を
ご覧ください。

日本生命は全国の自治体と協定等で連携し、
健康増進・疾病予防に関する取組みを推進しています

市町村で受診できるがん検診は
「無料」または「少額の自己負担」で受けられます

（※市町村により異なります）

URL

がん対策推進企業アクション
ホームページ

https://www.gankenshin50.mhlw.go.jp/
contact-by-municipality/contact.php

がん対策推進企業アクションとは

日本生命は「がん対策推進企業アクション」の推進パートナー企業
として、がん検診受診の大切さを呼びかけています

がん検診受診率向上と治療と仕事の両立支援を目指す、
厚生労働省の委託を受けた国家プロジェクト。
職域におけるがん検診受診率向上を企業連携で推進して
いくことで、“がん”と前向きに取り組む社会気運を醸成。企業
が率先して「がん検診受診」の大切さを呼びかけることにより、
受診率60％以上を目指します。

※随時更新されていますが、
古い情報が含まれている
場合があります

市町村でのがん検診について、詳細は以下の
サイトよりお住まいの区域をご確認ください

あなたの街の「がん検診」
市町村別 がん検診に関する

お問い合わせ先

がん対策推進企業アクション 市町村別がん検診 検索

生24-3138,商品開発G


